
今回の建築計画における景観計画の行為制限のただし書き適用の考え方 

 

１ 関内地区における景観形成の考え方について 

横浜市景観計画 抜粋 

第 1章 関内地区における景観計画 

第２ 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項 

３ 行為の制限 
関内地区における景観形成基準は、次のとおりとする。ただし、市長が横浜市都

市美対策審議会に意見を聴いた上で、魅力ある都市景観の創造に特に寄与するもの

と認めた場合は、この限りでない。 
(1)建築物及び工作物の形態意匠 

ア 関内地区全域の景観形成基準 

＜外壁＞ 

（ヒ）共同住宅のバルコニーは、街並みと調和するため、バルコニーに接する

柱の柱面から突出しない形態とするものとする。 

関内地区都市景観協議地区・関内地区都市景観形成ガイドライン 抜粋 

第６ 行為指針 

１ 関内地区全域の行為指針 

(5) 関内地区の街並みの特徴を生かす。 
エ 関内地区にふさわしい共同住宅の創出 

(ｱ) 住宅用途を設ける場合は、関内地区の街並みに調和した都心型住宅を創る。 
＜ガイドライン中＞ 

・ファサードの開口部やバルコニーのデザインは、主に業務ビルで構成される関内地区の

街並みと調和させる。 
・インナーバルコニーなどの工夫により、洗濯物や布団、空調設備などが通りに露出しな

いようにする。 

(1) 共同住宅のバルコニーの考え方 

業務機能が集積する関内地区では、洗濯物や布団、空調設備の露出等による生活感の発露

をおさえ、業務地区の街並みに調和した共同住宅とするため、いわゆるインナーバルコニー

とすることを求めています。なお、前回の審議会において設備デッキ及びバルコニーと表現

した部分すべてについてただし書きを適用することとします。 

(2) ただし書きの考え方 

横浜の景観づくりでは、建築物の望ましくない形態意匠を画一的に禁止するのではなく、

インナーバルコニーとすることを含む「行為の制限」全体について例外規定を設けており、

事業者と市との間での創造的な協議が可能な制度とし、多様性のある、より魅力的な都市景

観を形成していくことに重きを置いています。よって、ただし書きを適用する際の統一的な

基準は設けず、適用に値するか否かを個別に判断するものと考えています。 

今回は、このただし書きの適用にあたり、横浜市都市美対策審議会に意見を求めるもので

す。 

 

 

 

資料１ 



２ 今回の計画について 

(1) 住宅感の排除 

今回の計画地は、業務施設が集積する落ち着いた街並みを形成することを目標の１つと

する日本大通り用途誘導地区地区計画の区域内に位置しており、眺望の視点場である大さ

ん橋から日本大通り方面を見ると、突出した高さのある一連の業務ビル群には横連窓のも

のが多くみられます。今回の計画では、縦軸を強調したインナーバルコニーのファサードと

せず、大さん橋から臨むことができる高層部に横連窓のデザインを採用することで、遠景に

おいて街並みに調和する共同住宅となっています。さらに、この突出させた部分には共同住

宅の外観に通常用いられない曲面を使い、バルコニーによる凹凸を効果的にデザインに取

り入れ、やわらかく分節することでより住宅感を低減した計画となっています。 

また、運用面においても、洗濯物を干さないこと、日常的に使用しないため腰窓とするこ

と等の工夫により、生活感の発露を避けた計画としています。 

(2) 街並みとの調和 

近景・中景においては、周囲の街並みに調和する必要があるほか、個の建物としては基壇

部と高層部を同時に臨むことができるため、そのバランスがとれていることが重要と考え

られます。基壇部については、縦長のポツ窓で構成することで歴史的な街並みとの調和をは

かっています。これは、高層部のモダンなデザインとは対比してとらえることができ、より

その効果が高まるデザインとなっています。ホテルと住宅という２つの機能を備えるため

平面計画に差異がありますが、これも、高層部と低層部の対比という一連のデザインで成立

させることができており、質の高いデザインとなっています。 

 
３ まとめ 

今回の計画では、その敷地特性から、歴史的建造物が多く建ち並び、業務機能が集積した日

本大通り地区の街並みと調和すること及び生活感の発露を避けることが求められます。これ

を達成するために、横連窓を用いた高層部とし、基壇部と高層部を対比したデザインとするこ

とで日本大通り地区に調和した質の高いデザイン計画となっているため、ただし書きを適用

するものです。 



前回の審議会をふまえた事業者との調整事項 
（前回：第 42 回横浜市都市美対策審議会景観審査部会 平成 30 年３月５日） 

 
 
【指摘事項１】 
色彩について、日本大通り全体の色合いを考慮し、再度検討すること。 

・前回審議会以降も色彩に関する協議を行い、今回の案は、前回審議会時点の案の色彩より

も、さらに日本大通りの建物群との調和を意識した色を使用しています。サンプル等を確

認し、さらに周辺に調和した計画となっていると判断しておりますが、本日は外壁のサン

プルを持参していますので、これらも参考の上、改めて審議いただければと思います。 
 
【指摘事項２】 
夜間景観について、特に大さん橋からの見え方を検討すること。 

・１階店舗の照明により、街路に適度な明るさと賑わいをもたらしつつも、過剰に計画建物

を演出することなく、落ち着いた印象の夜間照明となっています。 
・遠景については、大さん橋からの夜間景観のフォトモンタージュを確認し、夜間景観に大

きな影響は生じないと考えています。 
 
【指摘事項３】 
バルコニーの深さはどれくらいなのか。外部から室外機が見えてしまうのではないか。 

・断面方向の寸法を確認し、一般的な室外機を設置した場合、室外機の上端が外壁の高さを

超えないことを確認しています。 

資料２ 



資料 3

（仮称）アーバンネット横浜　建替計画

NTT都市開発株式会社
2018年5月7日

景観形成の考え方



断面図 断面図

バルコニーの計画

高層棟ボリュームの分節、  
交差点や広場等多方向から  
見える場所に場所に対し、
特徴ある景観を形成する。

1 （仮称）アーバンネット横浜　建替計画

バルコニーについて1.

• 洗濯物は設置しない運用とする。
• 外壁が隆起した形状によるアクセントと影が面のボリューム感低減に効果をもたらす。
• 腰壁を立ち上げることにより、生活感を見えづらくする効果をもたらす。

• 掃き出し窓のない、屋外機置き場として設置
• 洗濯物は設置しない運用とする。
• 外壁が隆起した形状によるアクセントと影が面のボリューム感低減に効果をもたらす。



2 （仮称）アーバンネット横浜　建替計画

左記の周辺環境の状況から、建物の色彩を計画。
基壇部は街並みに合わせ、向かい側にある歴史的建造物であるユーラシア文化館を引き立てつつ、落着きの
ある色彩とし、高層部については圧迫感を低減しつつも、海岸教会を引き立たせることのできる明るめの外壁
であるアイボリー系の色とし、関内地区に調和する色彩を用いた計画とする。
上部と基壇部は同じ色彩を用いて建物としての統一感を出し、上部を吹付、基壇部をタイルとし、素材を変え
ることによって足もとに落ち着きを持たせ、街並みに配慮した計画とする。

検討案　明るめの外壁（アイボリー系）

検討案　暗めの外壁（濃いベージュ系）

敷地の南側には、歴史的建造物である白
い横浜海岸教会があり、対比的な関係が望
まれる。
敷地近くに計画されている神奈川県分庁舎は
高さ60ｍで10YR7/1.5という色彩で計画
されている。
今回の計画は、75mの高さであり、海岸教
会を際立たせるための配慮をしつつも、高
層建物であることの圧迫感への配慮も同
時に必要となる。

敷地南面向かい側の歴史的建造物である
ユーラシア文化館は濃い茶色の色彩を
用いている。
歴史的建造物を引き立たせるため、対比的な
色合いを用いた計画とする。
また、周辺の歴史的建造物以外の建物にも多
少の色味が入っており、白ではなく、若
干の色味をいれることで周辺との調和を図
る。

10YR7/1(≒RGB 186 173 160)

10YR7.5/1.5(≒RGB 200 184 167)

1F（石張り部分）

上部、基壇部

3/5
提案色

★今回
提案色

分庁舎

3/5
提案色

★今回
提案色

10YR7/2(≒RGB 191 171 150)

2.5Y7/2 (≒RGB 190 172 146)

2.5Y8.5/1(≒RGB 224 216 200)

2.5Y7.5/1.5(≒RGB 201 187 165)

2.5Y8/1(≒RGB 209 199 184)

5Y8/1(≒RGB 223 215 196)

5Y8.5/1(≒RGB 207 200 186)

10YR8/2(≒RGB 222 201 176 )

10YR8/1.5(≒RGB 214 198 180 )

2.5Y7.5/2(≒RGB 203 186 161 )

2.5Y8/1.5(≒RGB 210 197 177)

2.5Y9/1(≒RGB 236 226 208)

10YR7/1.5(≒RGB 183 167 151)

N5(≒RGB 114 116 116)

1F（石1F（石（石張り部分張り部分張り部分）））
N6.5(≒RGB 154 153 151 )

色彩計画の考え方2.



3 （仮称）アーバンネット横浜　建替計画

■夜間景観について

• 歴史的界隈形成エリアに属するため、歴史的建造物を浮かび上がらせるライトアップを阻害しない、
落ち着いた夜間照明の計画。
• 1階壁面を後退し、ピロティ部分に適度な照明を配置することにより、通りに対し適度な明かりをもたらす
ように計画。
• 低層部は、交差点に面し配置した店舗の照明により、夜の賑わいを創出するように計画。
• 通りの暗がりを解消することで、地域の防犯性へ貢献。

現況写真①：
交差点に面した部分は、街灯が主体の照明計画のため落ち着いた夜間景観
となっているが、賑わいはあまり感じられない。

②

①

③

計画地

ユーラシア博物館 N

開港広場

大さん橋

日
本
大
通
り

大
桟
橋
通
り

本町通り

神奈川県本庁舎

横浜税関

横浜海岸教会

景観形成の計画3.
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計画地
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日
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り
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桟
橋
通
り

本町通り

神奈川県本庁舎

横浜税関

横浜海岸教会

4 （仮称）アーバンネット横浜　建替計画

■夜間景観について

• 歴史的建造物である横浜海岸教会のライトアップを阻害しないよう、演出的な照明は行わない。

現況写真②：
敷地北面には、歴史的建造物である横浜海岸教会が
白くライトアップされている。横浜海岸教会以外に
は、街灯が主体の照明計画となっている。

景観形成の計画3.



②

①

③

計画地

ユーラシア博物館 N

開港広場

大さん橋

日
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神奈川県本庁舎

横浜税関

横浜海岸教会

5 （仮称）アーバンネット横浜　建替計画

■夜間景観について

現況写真③：
ライトアップされた海岸教会が大さん橋の正面に
見える。

景観形成の計画3.
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